
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 企画・運営：TFU 実学臨床研究セミナー実行委員会                  ※裏面もご覧ください 

第 10 回 

2022 年 

６月 2３日 （金） 18 時３0 分 ～ 20 時 

病院から地域に向けた多職種連携 
-医療における多職種連携の課題- 

方 法 Zoom によるオンライン開催  Zoom 情報は後日送付します 

講  師  中村 令子  氏  （東北福祉大学健康科学部保健看護学科 教授） 

コーディネータ  田中 尚 氏 （東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科教授）  

菊地 知憲 氏 （宮城県医療ソーシャルワーカー協会／社会医療法人将道会総合南東北病院） 

プログラム 情報提供 60 分 ， 意見交換 20 分 

参加方法  無料 Ｗeb（Peatix）申込み 

https://tfu-jitsugaku-seminar22.peatix.com/view 

◆ 第１０回セミナー趣旨 

地域包括システムの構築が進められる中、病院では多職種によるチーム医療の体制が整備されています。 

早期退院のために質の高い医療を提供し、退院後の療養生活の支援と介護予防、再発予防を継続していくため 

には、病院内外の多職種との連携・協働が不可欠です。介護・福祉の専門職の皆様と接することも多い看護師が、 

病院の医療チームの一員として、地域のなかでもどのような役割を果たし、どのような課題を持っているのかを 

ご紹介します。 

◆ 講師プロフィール  中村 令子 （なかむら・れいこ） 

看護師として脳神経外科、呼吸器内科等に勤務後、2012 年より東北福祉大学健康科学部保健看護学科教授。 

生活習慣病等の慢性疾患をもつ患者の看護、リハビリテーション看護の講義と病院実習を担当。 

脳卒中後遺症者の回復期のリハビリテーション看護と再発予防教育に関する研究を行っている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 2022 年度のスケジュール 【予定】           ※テーマ・日程は変更される場合もございます 

回 月 テーマ ／ 講師 

8 終了 触法障害者の『入口支援』を巡る課題を考える 

9 終了 認知症の人と家族の一体的支援 

10 
6/23 

【今回】 

病院から地域にむけた多職種連携 

中村 令子氏 （東北福祉大学健康科学部 教授） 

11 
7/28 

【次回】 

生活困窮者支援を考える 

阿部 裕二 氏 （東北福祉大学総合福祉学部 教授） 

12 8/20 

孤立孤独対策を考える      ★福祉系職能団体との企画 

宮城県社会福祉士会より 

宮城県精神保健福祉士協会より 

宮城県医療ソーシャルワーカー協会より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 企画・運営  TFU 実学臨床研究セミナー実行委員会 

生活困窮者支援を考える 
日時  2022 年 ７月 28 日（木） 18 時 30 分～20 時 00 分 

場所  Zoom オンライン 

講師  阿部 裕二 氏 （東北福祉大学総合福祉学部 教授）  

◆ 【月例】 TFU 実学臨床研究セミナー開設の趣旨 

こんにち家族や地域社会が変化し多様化する中で、人々の幸せやより豊かな生活を願い、複雑化する支援ニーズに 

向き合う対人援助の専門職の皆さんは、絶えず新しい知識を身に付け、成長し、新しく生じる問題に対応する力量を 

身に付けることが求められています。 

「行学一如」を建学の精神とする東北福祉大学（TFU）は、実践の質を継続して高め、問題解決力を身につけるための 

学びの機会を提供する取組み、月例「実学臨床研究セミナー」を開催することにいたしました。 

福祉現場など実践の場のイマを見つめ、これから求められる対人専門職人財の育成や成長、キャリア形成を考える 

機会になれば幸いです。 

【お問い合せ】 

東北福祉大学 

TFU 実学臨床研究セミナー実行委員会事務局 （実学臨床教育推進室内） 

TEL 022-717-3359  FAX 022-301-1293 

E-mail kenkyu-seminar@tfu.ac.jp   ※平日 8:30～17:30 までにお願いします（土日・祝日不在） 


